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Purpose

　　Given the rarity of pancreatic cancer survivors, their voices often remain unheard in society.　The purpose 

of this study was to explore concerns that pancreatic cancer survivors have regarding their daily lives and the 

background behind these concerns, using text mining analysis of interview transcripts. 

Results

　　We conducted semi-structured interviews with 12 patients who had undergone surgery at least 1 year 

earlier.　All patients provided written informed consent to participate in this study, and gave their permission 

for the interviews to be recorded and transcribed.　Text mining analysis identified 10 themes related to 

concerns as “worry” “symptoms” “side effects” “being happy · a bright feeling” “harsh things” “acceptance” 

“mental” “support of surrounding people” “medical support” and “ingenuity”.　Word frequency analysis 

revealed that verbs such as “do”, “eat”, and “say”, and nouns such as “doctor”, “child”, “person”, and 

“chemotherapy” were the most frequently used.　Parsing analysis found that the most frequently used 

combination of words was “doctor” and “say” often occurring in the context of treatment and daily living.　
Conclusions

　　Pancreatic cancer survivors were found to have concerns related to meals, symptoms, side effects of 

treatment, postoperative recovery, and emotional distress from having pancreatic cancer. 
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緒　　　言

　膵癌は早期発見・治療が困難であり，再発・転
移の可能性が高く，生存率は他の種類の癌と比較
してかなり低いことが知られている1,2）。手術を
行っても 5年生存率は 10～20%2）であり，他癌と
比較し膵癌のサバイバー数は少なく，患者の声や
生活の状況は社会に届きにくい現状がある。海外
では膵癌患者の QOL調査による報告が増えつつ
あるが3-8），わが国では治療継続中の患者の QOL
やニーズの把握は十分と言えない状況である。
　現在我々が行っている膵癌患者を対象にした前
向き調査から，膵癌患者の QOLは低く9），その
背景に膵癌患者に対する術後の就労支援，心理的
支援，治療選択に関する意思決定支援などの不足
が推察された。これらの支援は，他癌ではすでに
一般的であるが，膵癌はその予後の悪さゆえ長期
的な生存は厳しいと捉えた生活となりがちであ
り，医療者も前向きな支援に踏み込みにくい現状
がある可能性が示唆された。唯一完治が見込まれ
る手術を受けられた患者であっても，侵襲が大き
いことも踏まえ，多くの配慮を必要とすると考え
られる膵癌患者に対する支援は他癌と同様に行う
のは適切ではない場合も多い。よって膵癌患者に
対する支援は，他癌患者よりもさらに患者の置か
れた状況を理解し多様性を持たせた介入を行う必
要性があるが，膵癌サバイバーの少なさもあって
患者の生活状況を理解するための情報は十分に得
られていない。このような特徴を踏まえ，膵癌患
者が「今を，自分らしく生きる」ために，どのよ
うな気がかりを持ち，どのような介入を必要とし

ているのか明らかにし，膵癌患者に対する支援シ
ステムを構築する必要がある。
　よって本研究の目的は，膵癌患者に対する支援
システム構築に関する研究のフェーズ 1として，
術後 1年以上を経過し療養を続けている膵癌サバ
イバーの語りをもとに，テキストマイニング法に
よって膵癌患者の療養上の気がかりの全体像を明
らかにすることである。

方　　　法

　術後 1年以上を経過した患者 12名（男性 7名，
女性 5名，41歳～77歳）を調査対象とし，半構
成的面接調査を行なった。（表 1） 面接は，患者に
家族が付き添っている場合は，できる限り患者自
身の言葉で回答をお願いしたい旨を説明し了解を
得た上で同席を許可し，1組 1回，30分から 1時
間程度を目安としてプライバシーが保たれる個室
で実施した。面接内容では，患者の気がかり，病
気の受け止め，不安，苦痛と感じた出来事，対処
法，受けているサポートや要望などに関すること
について聴取した。インタビュー内容は患者の許
可を得て ICレコーダーに録音した。録音内容を
もとに逐語記録を作成した。分析は，逐語記録を
もとに，全体を分析に適した形式に精製した「オ
リジナルテキスト」を作成し，Text Mining Studio 
Ver. 4.1（数理システム社）を用いてテキストマ
イニング分析を行なった。テキストマイニング分
析はテキストデータを形態素解析し，単語を変数
とみなして計量的に分析する手法である。抽象的
な概念を測定可能な尺度に変更して分析を可能に
するツールであり，対象者の言語の頻度や属性を

表 1.　基本属性

ID 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

性別 男性 男性 女性 男性 女性 女性 男性 男性 女性 男性 男性 女性
年齢 68 63 62 65 77 67 74 69 74 71 41 65

再発・転移 有 無 無 有 無 無 無 有 無 無 無 無
就業 有 有 無 有 無 有 無 無 無 無 有 無
仕事に支障 無 有 - - - 無 - - - - 無 -

同居家族数 7 1 0 3 2 1 1 1 0 1 1 2

面談同席者 妻 妻 妻 妻 娘
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もとにした概念を忠実に抽出できることから，従
来の質的研究と比較し，研究者の意図によるバイ
アスを受けにくい客観的に近い分析方法である。
分析単位の定義には，インタビューに同席した家
族の発言も含めた。各面のテキスト全体を対象と
する単語頻度分析では高頻度の上位 25件，他の
分析では上位 20件を採用し，抽出品詞を名詞・
動詞・形容詞とした。分析には，単語頻度分析，
係り受け頻度分析，ことばネットワーク分析を用
い，膵癌患者の気がかりの全体，疾患および生活
に関連した気がかりの詳細，性別による特徴を分
析した。単語頻度分析は，どのような単語が何回
出現するかカウントし，結果を表示するものであ
る10）。係り受け頻度分析は，主語と述語の関係，
修飾と被修飾の関係，並立の関係といった文章の
中で単語と単語がどのようにつながっているかを
示す関係を明らかにするものである10）。ことば
ネットワーク分析は，アソシエーションルールに
したがって解析したことばとことばの関連を，信
頼度を基準にして重要な共起（同時出現）関係を
抽出し有向グラフによって可視化する方法であ 
る10）。テキストマイニングで得られた結果の内容
妥当性については，インタビュー担当者および質
的研究の経験のある大学研究者を含んだ研究チー

ム内で討議し，適宜逐語録の原文に戻り，抽出さ
れた内容がインタビュー内容と一致しているか，
重要と思われる内容が脱落していないか検討し，
最終的に内容が飽和されていると意見が一致した
絞り込み条件の結果を採用した。

1.　操作上の定義
　気がかり : 膵癌患者が癌と向き合いながら療
養生活を送る上で生じる不安，また身体・心理・
社会的な戸惑い，困難性の認知11）。

2.　倫理的配慮
　本研究は，東北大学大学院医学系研究科の倫理
審査の承認を受け，対象者に対し口頭で説明の上，
書面での同意を得て実施した（IRB No. 2015-1-

558）。患者の心身への配慮面から，希望する家族
には面接への同席を許可した。

結　　　果

　テキスト全体の単語頻度分析の結果，「やる」「食
べる」「言う」「する」などの動詞，「先生」「子ど
も」「人」「抗癌剤」などの名詞が頻度の上位に上
がっていた（図 1-1）。係り受けは「先生－言う」
の頻度が最も高く，「薬－飲む」「血糖値－上がる」
「抗癌剤－飲む」「手術－終わる」などの治療面，「う
ち－いる」「テレビ－見る」「人－いる」など生活

図 1-1.　テキスト全体の単語頻度分析
　　　　 「やる」「食べる」「言う」「する」などの動詞，「先生」「子ども」「人」「抗癌剤」などの名詞が頻度

の上位であった。
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面に関連した係り受けが頻出していた（図 1-2）。
テキスト全体は最終的に「気がかり」「症状」「副
作用」「幸せ・明るい気持ちになること」「辛いこ
と」「受け止め」「精神面」「周囲のサポート」「医
療的サポート」「工夫」の 10のトピックスに集約
された。集約された 10トピックスは，おもに疾
患に関連した実質的な気がかりを示すと考えられ
る「気がかり」「症状」「副作用」の 3トピックス
（以下，【疾患に関連した気がかり】）と，生活面
に関連した気がかりを示すと考えられる「幸せ・
明るい気持ちになること」「辛いこと」「受け止め」
「精神面」「周囲のサポート」「医療的サポート」
の 6トピックス（以下，【生活に関連した気がか
り】）の 2側面に分類されると考えられた。
　【疾患に関連した気がかり】の単語頻度分析で
は「食べる」に関連したことが最も気がかりなこ
ととして抽出された（図 2-1）。係り受け頻度分
析では，上位より「抗癌剤－飲む」「手術－終わる」
など治療に関わる係り受け頻度が高く，その中で
も「抗癌剤」が含まれる係り受けが頻出していた。
「症状－出る」「体重－減る/増える」「味覚－変わ
る」など身体の変化に関する症状・副作用も多く
抽出された（図 2-2）。男女別の特徴語抽出では，

女性は「歩く」「痛い」「手術」など手術後の回復
過程に関連した単語が上位に上がっており（図
3-1），男性は「抗癌剤」「食欲」「味覚」など症状
や副作用に関する単語が上位に上がっており，ま
た，「仕事」「体力」など術前の生活に復帰する際
の困難も抽出された（図 3-2）。ことばネットワー
ク分析では，「食べ物」「薬」「いる」「膵癌」「痛み」
「抗癌剤」「食べる」「良い」「前」から構成される
9のクラスタが得られた（図 4）。「前」では，「手
術」「入院」「疲れる」など入院や手術といった転
換期に関する単語が共起し，「抗癌剤」では「休む」
「やめる」「気がかり」など，体調や抗癌剤の副作
用に応じた抗癌剤の使用の変更に伴う生活の変化
に関する内容が共起していた。「良い」では「味覚」
「治療」「痩せる」「数値」「食欲」「辛い」など，
治療中の症状や副作用に関する内容に共起が多く
みられた。「食べる」では「元気」「回復」「美味
しい」「食事」など，食生活に関連して患者が抱
く思いが共起された。
　【生活に関連した気がかり】の単語頻度分析で
は，【疾患に関連した気がかり面】に比べ，「抗癌
剤」「食べる」は上位にあがらず，「子ども」「手術」
などの単語頻度が高かった。生活に関連した気が

図 1-2.　テキスト全体の係り受け頻度分析
　　　　 「先生－言う」の頻度が最も高く，「薬－飲む」「血糖値－上がる」「抗癌剤－飲む」「手術－終わる」

などの治療面，「うち－いる」「テレビ－見る」「人－いる」など生活面に関連した係り受けが頻出
であった。
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かりのトピックスは 6項目にわたりインタビュー
内容の半分以上を占めるため，頻出単語は全体テ
キスト（図 1）と同様の構成であった。
　【生活に関連した気がかり】のうち，生活上の

支障をさらに検討するため，抽出設定を述語属性
「否定」「不可能」「困難」とし，係り受け頻度分
析の結果，上位より「迷惑－かける」「子供－いる」
「信頼－関係」「気－使う」「子ども－見る」「夫－

図 2-1.　疾患に関連した気がかりの単語頻度分析
　　　　 「食べる」に関連したことが最も気がかりなこととして抽出された。

図 2-2.　疾患に関連した気がかりの係り受け頻度分析
　　　　 「抗癌剤－飲む」「手術－終わる」など治療に関わる係り受け頻度が高く，なかでも「抗癌剤」が含

まれる係り受けが頻出していた。「症状－出る」「体重－減る /増える」「味覚－変わる」など身体
の変化に関する症状・副作用も多く抽出された。
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いる」など生活を共にする人との関係を示す係り
受けが確認された（図 5）。男女別の特徴語抽出
では，女性では，最も特徴的な単語は「言う」で
あった（図 6-1）。原語に戻って確認すると，周
囲の人から聞いた話を具体的に語るために使用さ

れおり，また「子ども」「祖母」「母」「夫」など
人を示す単語，「元気」「前向き」「生きる」「運」
などの前向きな姿勢を示す単語が抽出された。一
方で男性に最も特徴的な単語は「話」であった（図
6-2）。原語を確認すると，「誰々の話では，」といっ

図 3-1.　疾患に関連した気がかりの特徴語抽出（女性）
　　　　 女性では，「歩く」「痛い」「手術」など手術後の回復過程に関連した単語や，「子ども」「人」「みん

な」など人を示す単語も抽出された。

図 3-2.　疾患に関連した気がかりの特徴語抽出（男性）
　　　　 男性では，「抗癌剤」「食欲」「味覚」など症状や副作用に関する単語が上位であった。また，「仕事」

「体力」など術前の生活に復帰する際の困難に関わる単語も抽出された。
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た様な，周囲の人から聞いた話を具体的に語るた
めに使用されていた。女性と同様，周囲の人の「話」
を語るための表現として使用されているもので

あった。「教える」では，副作用や症状，それら
の対処方法を教えてもらったという内容を語って
いた。ことばネットワーク分析では「見る」「入院」

図 4.　疾患に関連した気がかりの言葉ネットワーク分析
 疾患に関連したネットワークとして，「食べ物」「薬」「いる」「膵癌」「痛み」「抗癌剤」「食べる」「良

い」「前」から構成される 9のクラスタが得られた。「前」には，「手術」「入院」「疲れる」など入院
や手術といった転換期に関する単語が共起し，「抗癌剤」には「休む」「やめる」「気がかり」など，
体調や抗癌剤の副作用に応じた抗癌剤の使用の変更に伴う生活の変化に関する内容が共起していた。
「良い」には「味覚」「治療」「痩せる」「数値」「食欲」「辛い」など，治療中の症状や副作用に関する
内容に共起が多くみられた。「食べる」には「元気」「回復」「美味しい」「食事」などが共起された。

図 5.　生活に関連した気がかり係り受け頻度分析
 体調面のほか，「迷惑－かける」「子供－いる」「信頼－関係」「気－使う」「子ども－見る」「夫－いる」

など生活を共にする人との関係を示す係り受けが確認された。
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図 6-1.　生活に関連した気がかりの特徴語（女性）
　　　　 「言う」が最も多く，そのほか「子ども」「祖母」「母」「夫」など人を示す単語，「元気」「前向き」「生

きる」「運」などポジティブな内容や人生観を示す単語が多く抽出された。

図 6-2.　生活に関連した気がかりの特徴語（男性）
　　　　 意味内容のある言葉では，「話」が特徴語として最も多く抽出された。
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「出る」「入院中」「分かる」「子ども」「良い」「人」
「先生」「うち」から構成される 10のクラスタが
得られた（図 7）。「良い」は「1週間」「1カ月」「終
わる」など患者が現在の良い面や良くなった面に
ついて実感を得ている様子に関しての共起が得ら
れた。「子ども」は「母」「孫」「前向き」など，
家族と家族が及ぼす影響に関する単語と共起して
いた。「分かる」には「難しい」「有り難い」など
患者が理解してほしいと願う様子を示す共起が得
られた。「見る」には「手術」「治る」「転移」「困
る」「不安」など，疾患や治療に対する遣る瀬無
い状況を示す単語が共起していた。「人」では「支
える」「食べる」「美味しい」など，食生活を支え
る人の存在や人に支えられていることに関する共
起が得られた。

考　　　察

　膵癌患者は自分らしい生活を取り戻そうとしな
がらも，症状や治療の副作用，術後の回復，膵癌

であることによる心理的苦痛を含む疾患に関連し
た気がかりや生活に関連した気がかりを抱えて生
活している様子が窺われた。特に食欲不振や化学
療法の副作用である味覚の変化，体重の減少など
食生活に関連した問題を抱えていることが明らか
となった。日常的な症状への対処をどのようにし
たら良いか分からないこと自体が症状に関する気
がかりに繋がりやすく，気がかりの軽減には，患
者個人個人に合わせた症状マネジメントの方法の
具体的な助言が必要であると考えられた。術後食
事が進まない患者は精神的な健康が低下12）しや
すいとされており，特に手術や化学療法などの治
療開始前から，予防的対処もふまえた食に関する
指導や介入が必要であると考えられた。
　また，気がかりの内容は男女によって特徴に違
いがあり，内容を原文で確認したところ，女性で
は術後の回復について，男性では症状・副作用に
関する気がかりを抱えていることが明らかとなっ
た。よって診断時から男女毎の傾向に沿って情報

図 7.　生活に関連した気がかりの言葉ネットワーク分析
 生活に関連するネットワークは「見る」「入院」「出る」「入院中」「分かる」「子ども」「良い」「人」「先生」「う

ち」から構成される 10のクラスタが得られた。「良い」は「1週間」「1カ月」「終わる」など患者が現在の
良い面や良くなった面について実感を得ている様子に関しての共起が得られた。「子ども」は「母」「孫」「前
向き」など，家族と家族が及ぼす影響に関する単語と共起していた。「分かる」は「難しい」「有り難い」な
ど患者が理解してほしいと願う様子を示す共起が得られた。「見る」は「手術」「治る」「転移」「困る」「不安」
など，疾患や治療に対する遣る瀬無い状況を示す単語が共起していた。「人」は「支える」「食べる」「美味
しい」など，食生活を支える人の存在や人に支えられていることに関する共起が得られた。
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提供や指導などの支援・介入をしていくことが，
それぞれのニーズに沿ったサポートにつながって
ゆく可能性が示唆された。特に女性は，多くが家
事や食事の支度の役割を担っている場合が多く，
退院直後からすぐ活動をしなければならないこと
に関する気がかりが生じやすい可能性が推察され
た。また男性では，仕事への復帰や体力の回復を
進める上で食に関する気がかりが強くなっている
ことが伺われており，女性よりも副作用症状など
の対処法に関心が高い傾向が認められた。よって
男性に対しては，食も含めた具体的な症状マネジ
メントの指導の必要性が示唆された。
　また膵癌患者は，他癌と比較し生存率が低く2），
抑うつ傾向を来たしやすいことが報告されてい 
る13-17）。患者は疾患や治療の過程で厳しい現状の
認知を何度も繰り返さなければならないため18），
看護師は患者の話を傾聴し，思いを理解した上で，
患者が療養生活に前向きに取り組めるようニーズ
に沿った情報提供をする必要がある。特に語りの
中には先生や子ども，夫などの人を示す言葉が多
用されおり，患者が家族や親戚，同室者，医師や
看護師などの医療者を頼りにし，家族の存在や家
族からのサポートを心理的な支えと感じているこ
とがうかがわれた。よって，患者の療養生活を支
える家族に対する支援の実施についても，患者の
療養生活を支える上で重要であると考えられる。
　患者のコーピングの視点からも，患者－医療者
間の信頼関係の構築は，患者が自分の状況を前向
きに捉えてけるかどうかにも影響すると考えられ
ている19）。患者が療養生活を送る上抱く疑問や不
明点を解消できるよう，看護師は話せる環境を調
整し，医師の説明の補完や対処法の提示，情報提
供を行うことが必要である。

研究の限界

　本研究における家族の同席は，倫理的配慮とし
て希望者に対し許可した。家族が同席した場合の
面接中の家族の言葉の多くは，患者自身の表現を
助け促すものであった。よって患者自身の持つ気
がかりを患者の言葉で抽出できたと考えるが，結
果に家族の意図が含まれた可能性は完全には否定

できない。

結　　　論

　1.　 膵癌患者は術後 1年以上を経過しても，食
事に関すること，症状や治療の副作用，術後の回
復，心理的苦痛を含む疾患に関連した気がかりや
生活に関連した気がかりを抱えて生活している。
　2.　膵癌患者の気がかりには患者自身が体験し
ている症状が強く存在していると同時に，病気の
受け止めや気持ちの有り様，さらに家族や医療者
など周囲との関係性によるものも存在する。
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